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14AH2001 
解説  正答──４ 

矩形断面及び円形断面の断面二次モーメン

トは、右のように求めることができる。

（πは3.14） 

《断面Ａ(長方形断面)のＸ軸に関する断面

二次モーメントＩＡ》 

ＩＡ＝
12

）（２ ３aa ＝
12

８ ４a  

《断面ＢのＸ軸に関する断面二次モーメントＩＢ》 

中空断面などの複合部材の断面二次モーメントは、

断面を分割して求め、その和と差から求めることが

できる。Ｂ部材の場合は、中

空部分を含んだ正方形断面の

断面二次モーメントＩＢ1から、

中空部分の正方形断面の断面

二次モーメントＩＢ2を差し引

いて求める。 

ＩＢ＝
12

）（２２ ３aa －
12

３aa ＝
12

16 ４a －
12

４a ＝
12
15 ４a  

《断面ＣのＸ軸に関する断面二次モーメントＩＣ》 

 円形断面の断面二次モーメントは、
64

π ４d で求めら 

れるが、ｄは直径である点に注意する。 

ＩＣ＝
４π

64

d
＝

a ４π(２ )

64
＝

a４π16

64
＝

a a  
 
 

４ ４π 3π
＝

４ 12
 

ＩＡ：ＩＢ：ＩＣ＝
12

８ ４a ：
12
15 ４a ：

12

４
π3 a

となり、 

以上より、ＩＢ＞ＩＣ＞ＩＡ、となる。 

解答は、４である。 

 

14QH2701 
問題  

図のような面積が等しい断面Ａ、Ｂ及びＣのＸ軸まわりの断面二次モーメン

トをそれぞれＩxＡ、ＩxＢ及びＩxＣとし、Ｙ軸まわりの断面二次モーメントを

それぞれＩyＡ、ＩyＢ及びＩyＣとしたときの大小関係の組合せとして、正しい

ものは、次のうちどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｘ軸まわり Ｙ軸まわり 

1. ＩxＡ＝ＩxＢ＝ＩxＣ ＩyＡ＞ＩyＢ＞ＩyＣ 

2. ＩxＡ＝ＩxＢ＝ＩxＣ ＩyＡ＞ＩyＣ＞ＩyＢ 

3. ＩxＡ＝ＩxＢ＞ＩxＣ ＩyＡ＞ＩyＢ＞ＩyＣ 

4. ＩxＡ＝ＩxＢ＞ＩxＣ ＩyＡ＞ＩyＣ＞ＩyＢ 
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14AH2701 
解説  正答──３ 

矩形断面のＸ軸又はＹ軸に関する断面二次モーメ

ントは、それぞれ右のように求めることができる。 

 

また、中空断面やＨ形断面の断面二次モーメント

は、図心軸について断面を分割し、それぞれの断

面二次モーメント求め合算して（その和と差か

ら）求める。例えば、Ａ断面のＸ軸に関する断面

二次モーメントは、図のように断面二次モーメン

トの差から求めることができる。 

 

《Ｘ軸に関する断面二次モーメントＩＸ（図-１参照）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ､Ｂ､Ｃ断面の場合は、図-１に示すように中空部分又は欠損部分を含んだ

長方形断面の断面二次モーメントから、それぞれの中空部分又は欠損部分の

断面二次モーメントを差し引いて求める。 

中空部分等を含んだ長方形断面は、Ａ､Ｂとも同じ幅６a、せい８aの断面

である。Ｃ断面についても図のように、両側の長方形部分を欠損部分と考え

れば、欠損部分を含んだ断面は幅６a、せい８aの断面である。したがって、

差し引く中空部分又は欠損部分の断面二次モーメントの大きさを求め、その

値が大きいものほど、Ａ､Ｂ､Ｃの各断面二次モーメントは小さくなる。 

解　説
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14AH2701 
解説  正答──３ 

矩形断面のＸ軸又はＹ軸に関する断面二次モーメ

ントは、それぞれ右のように求めることができる。 

 

また、中空断面やＨ形断面の断面二次モーメント

は、図心軸について断面を分割し、それぞれの断

面二次モーメント求め合算して（その和と差か

ら）求める。例えば、Ａ断面のＸ軸に関する断面

二次モーメントは、図のように断面二次モーメン

トの差から求めることができる。 

 

《Ｘ軸に関する断面二次モーメントＩＸ（図-１参照）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ､Ｂ､Ｃ断面の場合は、図-１に示すように中空部分又は欠損部分を含んだ

長方形断面の断面二次モーメントから、それぞれの中空部分又は欠損部分の

断面二次モーメントを差し引いて求める。 

中空部分等を含んだ長方形断面は、Ａ､Ｂとも同じ幅６a、せい８aの断面

である。Ｃ断面についても図のように、両側の長方形部分を欠損部分と考え

れば、欠損部分を含んだ断面は幅６a、せい８aの断面である。したがって、

差し引く中空部分又は欠損部分の断面二次モーメントの大きさを求め、その

値が大きいものほど、Ａ､Ｂ､Ｃの各断面二次モーメントは小さくなる。 

 したがって、大小関係は、図-１に示すようにＩＸＡ＝ＩＸＢ＞ＩＸＣとなる。 

ここで、解答枝は、３又は４のいずれかであり、Ｂ､Ｃ断面のＹ軸に関する

断面二次モーメントの大小関係がわかれば、解答が得られる。 

《Ｙ軸に関する断面二次モーメントＩＹ（図-２参照）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ断面のようなＨ形断面の断面二次モーメントは、図のようにＹ軸に関する

３つの断面に分割し、それぞれの断面二次モーメント求め合算して求めるこ

とができる。 

ＩＹＢ＝
12

896 ４a  

Ｃ断面については、単純に公式から、次のように求められる。 

ＩＹＣ＝
12

512 ４a  

したがって、ＩＹＢ＞ＩＹＣ 

解答は、３である。 

なお、Ａ断面については、Ｘ軸と同様に、図のように二つの断面に分割し、

それぞれの断面二次モーメントの差から求める。Ａ､Ｂ､Ｃ断面のＹ軸に関す

る断面二次モーメントの大小関係は、ＩＹＡ＞ＩＹＢ＞ＩＹＣ であることがわ

かる。 

 

正答 3


